








要約:1900-90 年の平均身長と体重を年次別にみると、1940 年代に一時的な低下が認めら

れ、とくに 12 歳男女に顕著である。最近 20 年間に身長・体重は著しく向上し、なかでも

体重の増加が大きい。体力診断テストと運動能力テストを合計点でみると、体力はほぼ一

定であるが、運動能力は低下傾向を示す。前者は体格の向上に依存し、後者は運動経験の

不足を反映している。心肺機能が著しく向上する発育期の運動量の減少は、健康に関係し

た体力(防衛体力)の低下を示唆する。


